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帝京大学小学校 校長 石井卓之  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      8月号（No.5）   

帝京大学小学校だより 
2024年7月19日 

帝京大学小学校 

校長 星野昌治 

今年の 5月に育児休業が明け、帝京大学小学校に戻ってきました。元気で明る

く音楽が大好きな帝小っ子と、また一緒に歌ったり、演奏したり、遊んだりする事

がとても楽しみです。今年度は授業でも様々な事に取り組みながら、子供達と音

楽溢れる学校生活を送っていきたいです。今後ともよろしくお願いいたします。 ＜

《音楽科教諭 千葉寿々奈》 

 

復帰の先生紹介 

４月に育児休暇から復帰をし、保健室で子どもたちと顔を合わせる日々に、楽しさと癒しを

もらっています。さっそく常連さんもチラホラ・・☆ 保健室は、子どもたちにとって必ず行く場

所ではありませんが、来室した際には少しでも元気になって教室に戻れるよう、サポートをさ

せていただければと思っています。今後とも、よろしくお願いいたします。 
＜

《養護教諭 松田亜弓》 

 

 縦割りをさらに充実させて 
 
６月28日（金）に、帝小で初めて実施する低学年遠足のキッザニア体験が行われました。キャリア教育の一環で

行っていたキャリアパスポートデーでの企業体験が、低学年には難しい部分があったことから、より体験型となる

遠足を企画しました。事前学習では施設の使い方やバスでのマナーなど、基本的な指導が行われました。今回は

同じ学年で回りましたが、来年度は２年生が１年生とペアになって縦割りを活用しながらの遠足にしたいと考えて

います。保護者の皆様には、お迎えをお願いすることとなりご苦労をおかけしました。さらに、中央線の事故等が

あり、混雑の中での帰宅になったご家庭もあったと思いますが、子どもたちには満足できる遠足となったようで

す。 

遠足の前日の 27 日（木）には、縦割りによる体力テスト（この形式も３年目になりました）があり、上学年は下学

年を引率しながら、種目の行い方を説明したり、測定の補助をしたりして、自分の種目に取り組むだけでなく、運営

のサポートもしてくれました。３・４年の縦割りセカンドを含め、社会に出ると当たり前となる年齢の異なる他者と

の協働を学ぶ機会を増やしていきたいと思います。 

６年生の「It’s chocolate world」 

今年度は授業内容をさらにグレードアップし、バリ島の暮らしやカカオ 

農家の現状を学んだ後、校内クラウドファンディングを行い、バリ島の自 

然を守るための寄付活動を実施しました。Classroomに６年生が制作 

したプレゼンテーションをアップして呼びかけた結果、7月15日現在 

で353,800円が集まりました。保護者の皆様にはご協力いただき、心 

より感謝申し上げます。今後は、カカオ農家の方に自分たちの取り組み 

を英語で伝える学習を進めていき、これまでに学んだ英語のアウトプッ 

トの場としていきます。９月２５日（水）にはこの学習のまとめを行います 

が、当日、バリ島との学習を支援してくれている（株）タイガーモブの CEO も授業を参観する予定です。大学では

すでに類似の活動が行われていますが、小学校での事例は初めてなので是非参観したいとの要望があっての来

校です。 


